
学校番号 ３００７ 

令和２年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生の美術Ⅰ 日本文教出版株式会社 

副教材  

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

感じ取ったことから考え表現する「絵画」感じ取ったことから技術を駆使して形にする「彫刻、工芸」

目的や機能から考えて表現する「デザイン」の分野について学習します。 

 

 

２．学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、感性を養い表現力を伸ばし創造する意欲を高める。 

 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.美術への 関心・意

欲・態度 

b. 発想や構想の能力 c.創造的な技能 d. 鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜び

を味わい、多様な表現

方法や美術文化に関心

を持ち、主体的に表現

や鑑賞の創造活動に取

り組もうとする。 

 

感性や想像力を働かせ

て、感じ取ったことや

考えたこと、目的や機

能、美しさなどから主

題を生成し、創造的な

表現の構想を練ってい

る。 

創造的な美術の表現を

するために必要な技能

を身に付け、意図に応

じて、表現方法を工夫

している。 

美術作品などの表現の

工夫や美術文化などを

理解し、そのよさや美

しさを創造的に味わっ

ている。 

 
 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート                    

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

 

 

 

 

 

 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 a 

 

b. c. d. 

１
学
期 

 

美

術

の

授

業

を

受

け

る

心

得 

 

 

文 

字

の

デ

ザ

イ

ン 

 

 

・オリエンテーショ  

ン 

アクリル絵の具の説明 

用具用材を学ぶ。 

教科書を鑑賞し、多様

な表現形式について学

び、「美術Ⅰ」の学習イ

メージを持つ。 

 

・クロッキー 

 

・レタリングのおさら

い。 

・言葉を選び文字をデ

ザインする。 

・背景を分割し色彩構

成する 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

◎ 

 

◎ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a・美術の多様な表現に関心を持ち、

これからの学習に意欲を高めてい

る。 

d・美術作品などのよさや美しさを

感じ取り、美術の働きや文化につい

ての理解を深めている。 

b・対象を見つめて、形態の特徴を

つかみ、構成などを工夫している。 

c・クロッキーの目的を理解し、鉛

筆の特性を生かして表現している。 

 

b・明朝体、ゴシック体の書き方を

理解している。デザインとは何かを

理解している。 

a・言葉の意味と文字の形が合致し

ている。 

c・文字のイメージに合うように明

度、彩度、配色を工夫し表現してい

る。アクリル絵の具の特性を生かし

表現している。 

学習活動の様

子 

 

制作の様子 

 

作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の作

品 

 

作品 



２
学
期 

鉛
筆
模
写 

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り 

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り 

・グレースケール 

・資料を元に形をとる。 

・鉛筆で濃淡をつける。 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

○ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

a・４Hから 6Bまでの鉛筆を用い

て美しいタッチで濃淡を出すこと

ができる。 

c・歪みなく形が取れている。 

d・グレーのトーンが幅広く出せて

いる。 

 

制作の様子 

 

制作途中の作

品 

 

作品 

３
学
期 

 

木

工

芸 

 

表

札

を

作

る 

 

・彫刻刀の切り出しと

平刀だけを使用し、陽

刻彫り、陰刻彫りの技

術を学ぶ。 

◎  

 

 

◎ ◎ a・陽刻彫りと陰刻彫りの違いを理

解している。 

c・切り口が美しく仕上がりも丁寧

である。 

d・表札として文字のバランスが取

れている。 

制作の様子 

 

制作途中の作

品 

 

作品 

 


